
７
月
21
日
「
夏
季
要
求
実

現
・
公
務
員
賃
金
改
善
・
中

央
行
動
」
に
愛
媛
６
人
（
今

治
・
伊
予
・
内
子
…
平
均
年

齢
20
歳
代
）
が
参
加
。
11
時

か
ら
の
内
閣
人
事
局
前
宣
伝

行
動
で
は
、
代
表
が
『
電
通

問
題
』
に
も
触
れ
「
長
時
間

労
働
の
是
正
」
「
退
職
手
当

引
き
下
げ
反
対
」
な
ど
を
訴

え
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

『
退
職
手
当
削
減
反
対
署
名
』

を
提
出
。
昼
休
憩
後
の
人
事

院
前
の
行
動
で
は
、
全
国
の

代
表
６
人
が
人
事
院
に
『
公

務
員
給
与
改
善
署
名
』
約
12

万
筆
を
提
出
。
今
治
市
職
代

表
も
提
出
行
動
に
参
加
し

「
愛
媛
で
も
人
員
不
足
が
深

刻
、
職
員
１
人
の
業
務
量
や

負
担
が
大
き
い
。
仕
事
に
見

合
う
賃
金
改
善
を
」
と
訴
え

ま
し
た
。
次
に
炎
天
下
の
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
中
央

決
起
集
会
」
を
行
い
、
最
後

に
銀
座
ま
で
「
デ
モ
行
進
」
。

愛
媛
参
加
者
も
元
気
に
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
＆
デ
モ
行
進

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
は
じ
め
て
の
参
加
だ
っ

た
が
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
集

ま
る
な
ん
て
す
ご
い
。
勢
い

が
あ
る
」
「
デ
モ
行
進
は
、

こ
ん
な
都
会
で
歩
道
じ
ゃ
な

い
と
こ
ろ
を
堂
々
と
歩
け
る

ん
で
す
ね
（
笑
）
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
17
日
、
今
治
市
波
方

体
育
館
で
「
県
本
部
第
50
回

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

を
開
催
。
体
育
館
の
『
熱
中

症
計
』
が
「
厳
重
注
意
」
一

歩
手
前
の
熱
気
の
中
、
３
試

合
の
熱
戦
を
展
開
。
西
条
市

職
労
チ
ー
ム
が
１
位
と
な
り
、

「
10
／
13
～
15
自
治
労
連
全

国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

（
千
葉
県
）
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

南
予
総
支
部
は
７
月
28
日

「
定
期
総
会
」
を
開
催
し
６

単
組
支
部
18
人
が
参
加
。
和

気
総
支
部
長
が
「
春
闘
集
会

と
同
時
開
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
組
合
員
交
流
し
、
若
い
カ
ッ

プ
ル
も
で
き
た
。
『
共
済
実

感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
が
加
入

者
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

現
在
実
施
中
の
津
島
吉
田
病

院
労
組
に
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
新
総
支
部
長

を
竹
内
・
内
子
町
職
委
員
長

と
す
る
こ
と
を
確
認
。
総
会

後
の
交
流
会
で
は
「
出
会
い

の
機
会
を
増
や
す
た
め
総
支

部
の
交
流
予
算
増
額
を
」
の

要
望
も
出
る
な
ど
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
７
月

23
日
『
牛
鬼
祭
り
』
２
日
目

『
う
わ
じ
ま
音
頭
』
に
参
加

す
る
組
合
員
さ
ん
を
中
心
に

「
女
性
部
ゆ
か
た
着
付
け
」

を
今
年
も
実
施
。
着
付
け
講

師
２
人
に
14
～
18
時
頃
ま
で
、

新
採
２
人
を
含
む
看
護
師
・

医
療
ス
タ
ッ
フ
・
実
習
生
・

研
修
医
に
、
着
付
け
と
髪
ア

レ
ン
ジ
を
し
て
い
た
だ
き
、

15
人
の
方
々
が
大
変
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
病
院
９

階
組
合
事
務
所
と
１
階
会

議
室
両
方
で
行
い
、
病
院

組
合
役
員
も
２
人
参
加
し

て
、
髪
ア
レ
ン
ジ
に
お
手

を
拝
借
。
「
来
年
も
ぜ
ひ

お
願
い
し
ま
す
」
と
女
性

部
な
ら
で
は
の
『
心
配
り
』

の
ゆ
か
た
着
付
け
は
今
年

も
大
好
評
で
し
た
。

県
本
部
は
７
月
22
日
「
第

76
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し

21
単
組
80
人
が
参
加
。
最
初

に
『
内
子
町
社
会
福
祉
協
議

会
労
働
組
合
（
コ
コ
ロ
ユ
ニ

オ
ン
）
』
の
県
本
部
加
入
を

承
認
し
『
組
合
旗
』
を
贈
呈
。

そ
の
後
、
①
活
動
経
過
、
②

運
動
方
針
案
《
こ
の
１
年
間

の
７
つ
の
特
徴
》
《
組
合
活

動
の
３
つ
の
原
点
》
《
す
べ

て
の
単
組
が
め
ざ
す
目
標
と

視
点
・
構
え
と
重
点
》
《
具

体
的
課
題
と
と
り
く
み
》
、

③
決
算
・
財
政
方
針
案
・
予

算
案
を
報
告
・
提
案
。
討
論

で
は
18
単
組
支
部
８
部
評
、

市
町
村
共
済
議
員
団
・
周
病

裁
判
原
告
が
発
言
。
全
て
の

報
告
・
議
案
が
承
認
・
採
択

さ
れ
、
最
後
に
高
尾
新
委
員

長
・
和
気
新
書
記
長
な
ど
新

執
行
部
を
選
出
し
ま
し
た
。

「
組
合
の
残
業
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
人
事
課
の
労
働
時
間

適
正
把
握
や
ノ
ー
残
業
デ
ー

徹
底
に
反
映
。
職
場
の
声
を

集
め
目
に
見
え
る
活
動
広
げ

る
」
今
治
、
「
人
員
増
要
求

を
反
映
し
今
年
４
月
採
用
22

人
。
財
政
難
か
ら
管
理
職
手

当
や
住
居
手
当
削
減
の
動
き

あ
り
」
伊
予
、
「
10
年
近
く

現
業
採
用
が
な
く
今
後
５
年

で
１
０
０
人
退
職
」
松
山
、

「
６
年
半
の
裁
判
は
残
念
な

結
果
と
な
っ
た
が
、
訴
え
た

こ
と
は
間
違
っ
て
な
い
、
声

あ
げ
た
こ
と
が
全
国
で
の
ブ

レ
ー
キ
と
な
っ
た
と
思
う
」

周
病
裁
判
原
告
、
「
年
休
取

得
平
均
５
・
８
日
に
減
。
残

業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
『
誰
か
が

倒
れ
る
前
に
組
合
が
ん
ば
れ
』

の
声
」
四
国
中
央
、
「
育
休

取
得
代
替
で
６
人
正
規
配
置

が
実
現
。
安
定
的
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
職
場
全
体

の
要
求
と
す
る
こ
と
が
大
切

だ
」
新
居
浜
、
な
ど
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

「
新
採
７
人
全
員
が
組
合
加

入
。
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
27

人
が
継
続
加
入
」
内
子
、

「
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
で
１
人

組
合
加
入
し
共
済
も
加
入
」

津
島
吉
田
病
、
「
青
年
部

『
な
ぜ
組
合
が
必
要
か
』
考

え
る
企
画
実
施
。
『
情
報
発

信
』
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

タ
イ
ム
リ
ー
に
」
西
予
、

「
要
求
実
現
と
組
織
強
化
拡

大
に
県
本
部
の
役
割
重
要
。

そ
の
た
め
に
は
中
長
期
的
な

財
政
方
針
が
必
要
」
新
居
浜
、

「
昨
年
12
月
委
員
長
に
。

『
会
社
と
し
っ
か
り
話
す
た

め
に
』
と
職
場
で
１
人
ひ
と

り
と
話
し
、
組
合
員
が
３
倍

増
。
若
い
人
が
仕
事
が
ん
ば

り
、
将
来
に
夢
が
持
て
る
会

社
に
し
た
い
」
新
居
浜
清
掃

な
ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

（１） 第４８７号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ８月１０日

第 ４８７ 号

日 程

【８月】
９ 保育部会幹事会・県子育

て支援課要請懇談（県庁）
平和の使者千羽鶴を海外

に送るつどい（松山）
19 県本部拡大執行委員会・

「2017人勧学習会」
市職評議会総会
非正規公共評幹事会
日本母親大会（岩手～20）

23 食糧と健康を守る運動愛
媛連絡会総会（松山）

26 自治労連全国大会
（さいたま市～29）

【９月】

２ 愛媛労連定期大会
（松山コミセン）

自治体にはたらく女性の
交流集会（名古屋～３）

９ 青年部幹事会
現業評幹事会

16 県本部拡大執行委員会・
「秋の重点要求学習会」
東予総支部総会
中予総支部総会
宇和島地域医療市民の会

総会



周
桑
病
院
専
心
会
職
員
労

働
組
合
は
７
月
26
日
「
定
期

大
会
」
を
開
催
し
30
人
が
参

加
。
来
賓
と
し
て
西
条
周
桑

労
連
か
ら
「
元
周
桑
病
院
職

員
分
限
免
職
撤
回
裁
判
」
に

つ
い
て
「
結
果
は
残
念
だ
が
、

全
国
的
価
値
あ
る
闘
い
と
な
っ

て
い
る
」
、
県
本
部
か
ら

「
病
院
や
地
域
医
療
を
守
る

た
め
の
組
合
の
役
割
・
必
要

性
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。
活
動

経
過
・
決
算
を
報
告
、
運
動

方
針
で
豊
田
委
員
長
が
「
組

合
員
同
士
の
助
け
あ
い
『
共

済
支
え
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
」

な
ど
提
案
し
、
周
病
労
組
の

モ
ッ
ト
ー
『
ハ
ー
ド
な
勤
務

の
な
か
で
も
笑
顔
で
働
け
る

コ
コ
ロ
と
コ
コ
ロ
の
つ
な
が

り
が
あ
る
雰
囲
気
・
職
場
づ

く
り
』
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
議
案
を
可
決
し
、
新

役
員
を
選
出
。
大
会
終
了
後
、

交
流
会
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
７
月
７
日

定
期
大
会
」
を
開
催
し
33
人

が
参
加
。
久
保
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
県
本
部
役

員
が
「
今
年
の
人
勧
、
定
年

延
長
、
労
働
時
間
管
理
」
の

情
勢
を
報
告
。
経
過
報
告
の

後
、
運
動
方
針
提
案
で
は

「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

め
ざ
す
」
「
給
料
・
賃
金
改

善
要
求
」
「
組
合
力
を
高
め

る
」
な
ど
「
一
人
ひ
と
り
が

団
結
し
て
チ
カ
ラ
を
あ
わ
せ
、

一
歩
一
歩
乗
り
越
え
て
い
こ

う
」
と
提
案
。
討
論
で
は
、

現
業
評
議
会
、
保
育
部
、
青

年
部
が
発
言
し
、
議
案
を
承

認
。
大
会
宣
言
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
守
ろ
う
、
未
来
の
く
ら

し
！
つ
な
ご
う
、
み
ん
な
の

笑
顔
！
」
を
確
認
。
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
大
会
を
終

了
。
大
会
後
の
懇
親
会
で
は

「
く
じ
び
き
」
（
１
等
『
簡

易
テ
ン
ト
』
）
も
あ
り
、
和

や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
７
月
８

日
「
第
48
回
定
期
大
会
」
を

開
催
し
７
単
組
18
人
が
参
加
。

後
藤
県
本
部
委
員
長
と
山
内

愛
媛
労
連
青
年
部
長
が
来
賓

あ
い
さ
つ
。
自
治
労
連
本
部

青
年
部
の
市
江
弥
生
部
長
が

「
青
年
同
士
が
つ
な
が
る
こ

と
の
大
切
さ
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
。
自
身
の
経
験
、
青
年

自
治
研
集
会
の
と
り
く
み
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
活
動

経
過
を
報
告
し
、
活
動
方
針

で
は
「
学
習
活
動
」
と
「
青

年
の
交
流
」
を
柱
に
「
ド
キ

ジ
ャ
ム
」
「
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
」
「
反
核
へ
ん
ろ
」
「
県

自
治
研
青
年
講
座
」
「
高
知

よ
さ
こ
い
祭
り
参
加
」
の
と

り
く
み
な
ど
を
提
案
。
討
論

で
は
、
各
単
組
の
青
年
部
活

動
の
報
告
が
あ
り
、
活
動
方

針
と
新
役
員
を
確
認
し
大
会

を
終
了
。
大
会
後
、
交
流
会

を
行
い
、
松
山
の
『
土
曜
夜

市
』
も
楽
し
み
ま
し
た
。

内
子
町
職
は
７
月
14
日

「
定
期
総
会
」
を
開
催
し
組

合
員
な
ど
60
人
余
が
参
加
。

井
口
委
員
長
が
「
豪
雨
災
害

に
自
治
体
の
仲
間
と
し
て
可

能
な
支
援
を
行
い
た
い
」

「
６
月
内
子
社
協
の
仲
間
が

組
合
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
交
流
し
連
携
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
述
べ
、

新
採
組
合
加
入
者
が
１
人
ず

つ
あ
い
さ
つ
。
活
動
経
過
・

決
算
を
報
告
、
運
動
方
針
案

で
は
「
健
康
で
住
民
の
た
め

に
働
け
る
職
場
を
」
「
多
く

の
仲
間
で
要
求
実
現
、
組
織

活
動
の
強
化
を
」
な
ど
提
起
。

最
後
に
竹
内
新
委
員
長
が

「
若
い
人
や
臨
時
の
人
が

『
組
合
に
入
っ
て
良
か
っ
た
』

と
思
え
る
よ
う
な
活
動
を
し

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
『
ガ

ン
バ
ロ
ウ
』
で
閉
会
し
、
懇

親
会
に
移
動
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
７
月
26

日
「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

執
行
部
・
組
合
員
な
ど
70
人

が
参
加
。
越
智
副
委
員
長
が

「
育
休
代
替
６
人
正
規
配
置

を
実
現
、
み
ん
な
が
声
を
上

げ
行
動
す
る
こ
と
で
職
場
を

変
え
ら
れ
る
」
、
高
橋
委
員

長
が
「
新
し
い
組
合
員
を
迎

え
組
合
の
チ
カ
ラ
を
大
き
く
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
の
声
と
行

動
参
加
と
組
合
加
入
を
」
な

ど
あ
い
さ
つ
。
活
動
経
過
・

決
算
の
報
告
、
運
動
方
針
・

予
算
の
提
案
の
後
、
青
年
部

「
毎
年
賃
金
学
習
会
と
組
合

加
入
よ
び
か
け
」
、
婦
人
部

「
年
代
別
懇
談
会
・
産
休
育

休
者
懇
談
会
」
、
調
理
員
部

会
「
正
規
採
用
実
現
が
課
題
」
、

保
育
部
会
「
東
予
４
市
の
担

当
課
懇
談
に
参
加
」
、
市
民

課
「
育
休
代
替
の
正
規
配
置

を
、
職
場
全
体
の
人
員
要
求

に
」
の
５
人
が
発
言
。
執
行

部
提
案
が
承
認
さ
れ
、
大
会

後
、
恒
例
の
『
福
引
き
』
を

行
い
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
７
月
27
日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し
執

行
部
・
組
合
員
な
ど
78
人
が

参
加
。
経
過
報
告
で
は
「
今

年
４
月
に
臨
時
保
育
士
の
経

験
加
算
が
実
施
さ
れ
た
」

「
県
本
部
と
も
連
携
し
、
他

市
の
動
向
も
注
視
し
て
の
交

渉
が
必
要
」
と
振
り
返
り
、

運
動
方
針
案
で
は
「
今
あ
る

労
働
条
件
は
、
組
合
の
長
い

歴
史
、
諸
先
輩
方
の
不
断
の

努
力
に
よ
る
も
の
」
「
『
地

方
創
生
・
地
域
活
性
化
』
を

真
に
実
現
す
る
た
め
に
労
働

組
合
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
」
「
要
求
実
現
の
最
大
の

武
器
『
よ
り
多
く
の
組
合
員

の
団
結
力
』
の
確
保
へ
、
積

極
的
な
組
織
拡
大
を
」
な
ど

提
案
。
活
動
経
過
・
決
算
、

運
動
方
針
案
・
予
算
案
を
承

認
し
、
２
年
目
と
な
っ
た
渡

部
委
員
長
の
『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』

で
閉
会
し
、
集
合
写
真
を
撮
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

■
４
月
に
転
勤
し
て
は
や
４

カ
月
。
職
場
に
も
慣
れ
て
頑

張
っ
て
マ
ス
。
ど
こ
で
仕
事

を
し
て
も
、
置
か
れ
た
場
所

で
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
毎
日
、
笑
顔

で
過
ご
せ
た
ら
な
お
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｙ
！

（
西
条
・
杉
）

■
若
い
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に

囲
ま
れ
て
、
仕
事
が
ん
ば
っ

て
ま
す
。

（
大
洲
病
院
・
上
野
）

■
今
年
は
ほ
ぼ
平
年
通
り
に

梅
雨
が
明
け
て
し
ま
い
、
寝

苦
し
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
嫌
い
な
自
分
に
と
っ

て
３
カ
月
ほ
ど
苦
悩
の
日
々

が
始
ま
り
ま
す
（
笑
）

（
今
治
・
白
石
）

■
書
記
長
さ
ん
が
「
み
ん
な

で
職
場
を
良
く
し
て
い
け
る

よ
う
声
を
あ
げ
て
」
と
言
わ

れ
て
い
る
通
り
、
良
い
職
場
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
こ

そ
良
い
職
場
が
生
ま
れ
る
と

思
う
。
質
の
高
い
良
い
仕
事

を
し
よ
う
。
七
夕
の
笹
か
ざ

り
、
子
ど
も
達
と
楽
し
く
し

ま
し
た
。
「
お
星
様
、
希
い

を
」
と
…
。
我
家
で
も
小
さ

な
笹
で
大
き
な
夢
を
欲
張
っ

て
書
き
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ひ
よ
っ

こ
」
に
は
ま
っ
て
ま
す
。
ナ

ツ
メ
ロ
唄
い
に
カ
ラ
オ
ケ
に

行
き
た
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
。

（
宇
和
島
・
竹
田
）

■
技
師
さ
ん
の
野
球
大
会
の

応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

見
事
準
優
勝
で
県
大
会
へ
。

ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
打
ち
上

げ
に
合
流
し
ま
し
た
が
ヒ
ッ

ト
は
打
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８７号 ２０１７年 ８月１０日

■
４
８
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

で
し
た
。
正
解
は
11
通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

上
野

美
子(

大
洲
病
院)

杉

ま
き
子
（
西

条
）

岡
崎

美
郁
（
宇
和
島
）

藤
原
恵
美
子
（
西

条
）

川
名

良
子
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月
27
日
【
発

表
】
４
８
９
号
（
10
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①同じ物を食べ続けたり同じ事が続いて

飽きること。○○○○○○気味

④違う言語を翻訳する人

⑦音読み⇔○○○○

⑧アイスコーヒーにつく甘味料の略称

⑨劇で担当する配役を決める

【タテのカギ】
①（英語）散弾銃

②書き損じの紙を○○○○○○に丸めて

捨てた

③○○元、○○登る、○○熟語

⑤大相撲で九勝六敗の成績。弱い大関へ

の皮肉

⑥新年にはじめて書物を読むこと。

読書始め

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

人
生
の
は
か
な
さ
を
表
す
言
葉
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


